
2020年１０月発行 第５０号

８月は『きょうされんグッズデザインコンクー
ル』、９月からは『くばらだんだんアート』とい
うコンクールへ仲間の作品を応募しました。『く
ばらだんだんアート』のテーマは「NO.１おうちご
はん！」。なかなか難しいテーマでしたが、みん
な大好き食べ物の話題ということもあって、「昨
日の晩ごはんのメニューは…」とおしゃべりしな
がら楽しく作品作りに臨むことができました😄

コンクール応募！！

多機能型障がい福祉サービス事業所 えーる油山
（管理者 佐々木篤・発行者 藤吉飛鳥）
福岡市城南区東油山1丁目６－３９
ＴＥＬ092-834-8900／ＦＡＸ092-834-8910
Ｅ-mail:e-ru@sage.ocn.ne.jp
https://www.facebook.com/ashinoie/

施設長トーク 虐待防止研修から学ぶ！

（支援員 松岡）

仲間ちゃんねる
～にんにくの植え付け～

多機能型障がい福祉サービス事業所 えーる油山 管理者 佐々木篤

（支援員 藤吉）

１０月の予定

にんにくの植え付けを行いました！暑さ
も少し落ち着いた９月、広々とした那珂川
の畑で、１個１個手作業で植えていきまし
た。「おいしく育ちますように！」最後は
しっかりお祈りをしています。

Illustrated by. Kishimoto Tomoko 

9月に「虐待防止研修」を行った。毎年、法人全体で虐待防止の

研修を実施してきたが、今年度は新型コロナウィルス感染拡大防止

のため、各事業所単位で研修を実施することとなった。

ねらいは、障がい者虐待について理解を深め、適切な支援を考え

ること。職員自身が、日頃の業務を振り返り、虐待を身近な問題と

してとらえ、組織全体で未然に防いでいくことを目指すこと。

えーる油山の職員がこの研修に意識を傾けようとしていた矢先、

8月26日と9月8日の西日本新聞朝刊に「暴力による虐待事件の記

事」が載った。共に障がい福祉サービス事業所の職員による虐待で

あった。共に聴き取りや告発によって発覚したものだが、氷山の一

角でないことを望みたい。その背景には、障がい者の権利擁護が希

薄にとらえられていたり、職員自身の疲労感やストレスが影響して

いるとの指摘もあっている。

えーる油山では、日々通ってこられる障がい者を「仲間」と呼ぶ。

そこには、えーる油山を共に支えあう集団として、求められる立場

や役割は異なっても、大切な前提として大人同士の対等な関係を築

くことを目指している。

えーる油山の職員として、外してはならない大切な視点だと考え
る。

ハローデイ・ボンラパス各店舗でのバ
ザーは、新型コロナウィルス感染拡大防止
のため、実施を見合わせることとなりまし
た。次回の実施については、決まり次第お
知らせしたいと思います。

Illustrated by. Kishimoto Tomoko 

新職員紹介 安部 節子さん
あべ せつこ

９月１日よりえーる油山とすまいるホームの兼務とし
て入職しました安部 節子と申します。わからないこと
ばかりで悪戦苦闘しつつも仲間の皆さんや職員さんにひ
とつひとつ教えていただきながら楽しく過ごしています。
今後ともよろしくおねがいします！


